
て帝含も少ないのせ誹今後の検討課題となるであろう。

4．結　び

埼玉県条例では、県下の多くの地域で1pp皿を規制基準として定めているが、そのような涯度

のアンモニアを測定することは、かなり困難なことである。公害防止の指導の指標にするのならと

もかく、規制のためのデ←夕にする賂合にほ、同一場所で繰り返して測定するとか、㌢－P法と王

－F法とを組み合わせて測定する等の注意をする必要があろう。
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邑　ごみ焼却場の調査について

1．富まじめなこ

近年、生活水準の向上とともに、市民生活賢一よって排出されるどみは増加の－一途をたどり、膨大

な量になっている。このほか、エ場事業場等における産業廃棄物の処理も重要な問題となゥている。

そして、これらの焼却紅よって発生するばい煙、いおう殴化物、塩仕水素、有税敢等の耕ガスほ、

大気汚染の原因となるはかりでなく、局地的佐ほ付近住民の苦情となゥてあらわれることも多い。

そこで今年度、県内一部のごみ焼却場について、はいじん、いおう酸化物、重金属に？してて調査

したので、その結果をここに報告する。

2．露査地点

志木焼却場　志木地区衛生組合　志木市大字志木570

狭山焼却場　狭山市じん芥焼却場　狭山市大字上奥宮899

浦和焼却場　浦和大略事業所　浦和市大字大略517

越谷焼却場　埼玉県東部清掃組合　越谷市大字増林字粛坪951

秩父焼却場　秩父市じん介焼却場　秩父市中村2－12－4

熊谷焼却場　熊谷市立衛生センター　熊谷首西別府横間黒革85の1

行田焼却場　埼玉県行田吹上ビみ焼却場組合行田市小針8亨4

川越焼却場　川越ビみ焼却場　川越市鹿飼98の1

ー・る0■－

ぢ

．

・

－

・

∨

－
ノ

↑
　
－
　
∴
緋



5．焼却場鹿模

各焼却場の焼却炉の竜類および型式、粂じん装置の種類について表－1紅示す。

衰－1　焼却場の規模

焼 却炉 の苺類 型　　　　　 式 集　 C　ん　装　 置

動反転式じん芥焼却炉 敵城化バッチ式 マルチクロソ

ん　 芥　 焼　 却　 炉 連続焼却式磯城炉 マルチクロy 恥三C －占0

ん　 芥　 焼　 却　 炉 連続式田熊 1 8 1 5 マルチクロン十E P

ん　 芥　 焼　 却　 炉 連続式田黛 1 8 1 8 iマルチクロン＋E P （B T C ・11ト1二

械　　　　 炉 サ　 ン　 キ　 式 マルチクロソ

ミ　　 磯　 城　 炉 扇形ロス トル4 段式 マルチクロソ

ミ　 磯　 城　 炉 江　 原　 A　 型 マルチタロソ

， チ 盤　 焼　 炉 ，ヒヲトクレーン方式 な　　 し

焼却場名

志木焼却場

狭山焼却場

浦和焼却場

越谷焼却場

秩父焼却場

黛谷焼却場

行田焼却場

川越焼却場

■
自
∴
∴
し

、膨大

ている。

ガスほ、

多い。

・て調査

4．測定方準

1）　いおう酸化物

いおう酸化物の測定ほ、J三日　E Olロ5により、まず図－1の試料採集装置により、5％過酸

化水素れ　58肌且を入れた吸収びん2速乾採集する。同時に、煙道排ガスの水分と流速、温度も

測定する。

採取した試料は、クロラニル鞍バックム法により分析した。

粒状シリカカレ

醤〕■・一－－＿▼．．．．．＿」

湿式ガスメーター

∴－∴・・・

・二二ニ　ー：

真空ポ′ソ．プ

図－1　SOx試料ガス採取装贋

‾一占1⊥＝



賢

2）ばいじんおよげ重金属

はいじんおよび遷金属ほ、JISZ8888により、針2紅示す装監鱒より、円筒濾紙中紅

試料を招集し、これを秤量してばいじん畳を求めた0また、重金属については、J王SXo897

により、試料を低温灰化した後ヽ塩酸（1＋1）28肌色虫よび58％過酸化水素溶液57がで2

回還流冷却管をつけて、力通分軋抽出を行ない、その後∵雇容にする0この適量をとり、ホット

プレート上で蒸発乾顕し、硝阻（2＋98）を加え、禿屑物を酎ゝし、定容砿した後、原子吸光分

析により定量した。

付
闇
N
N
N
り
N
以

円筒濾紙ホルダ

二7

・　　ニ　　　　！

l．Ii

班カスの流れ方向

N
ト
巨
N
N
N
N

＼
適ミスト除去器

‘′　ノ

！7

1l

′T

温度計

クヱ竺＝芝／填空ポンプ

ミスト除去びん

図－2　ばいじん揃集装置

5．測定結果

いおう酸化物の測定結果を、真一2および図－4に示す。

ばいじんおよび重金属の測定結果を表－5および図－5、図－4に示す。

重金属ほ、カドミウムと鉛乾ついて測定したくJ

占．考　察

0いおう酸化物について

表－2より朝出されるいおう酸化物ほヽだいたい100pp皿以下である。「扱にごみの中のい

おう分は、0・05～0・29らの程度で、これから計算されるいおう酸化物の量ほ1□□～4G□pp血

程度になるが、実測値はその4分の1程度である04地点とも引回目の測定でヽ水洗運転中止、ま

たほ買気集じん磯の運転を中止して、その効果を見たがヽ期待した結果ほ得られなかった。これは、

時間的な燃焼の変動およびどみ質の変化紅よるものと思われるq

Oばいじんおよび重金属について

癖度でほ、図－4でわかるとおり、浦和焼却場と越谷焼却場が灘と較ぺて低く、集Cん装置に、
－・る2・－

董



己中紅

8　9　7

ヱで2

ホット

ー吸光分

争のい

OpPコ1

止、ま

これは、

二毘に、

マルチクロン十王P（竃気集じん磯）を旋用している効果が現われている0毎時のばいじん排出

量は、囲－5に示すとおり、龍雄出ガス量で最高の越谷焼却場が最高値を示している。

マルチクロyのついている、秩父、行田焼却場が、8・8て芳疹／珊粛′1・Od瑚／／／N諺で、長

じん装置のついてない、川越焼却場が0・5占・御／N撼と逆紅低かったが、連続式放免炉にくらへ

バッチ式燃盛靡では、ばいじん量の変動が大きいごとが原因でほないかと考えられる。

一占5－
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毎時のばいじん排出屋
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